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高
速
道
路
料
金
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

我
が
国
に
お
い
て
道
路
は
無
料
公
開
が
原
則
の
と
こ
ろ
、
高
速
道
路
は
戦
後
の
財
政
難
を
背
景
と
し
た
例
外
措
置
と
し
て
、

償
還
主
義
の
も
と
有
料
と
さ
れ
て
い
る
。
償
還
期
間
は
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
期
間
か
ら
延
長
が
繰
り
返
さ
れ
、
現
在
で
は
、

老
朽
化
対
策
の
財
源
確
保
の
為
と
し
て
さ
ら
に
償
還
期
間
が
延
び
、
二
〇
六
五
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
で
、
昭
和
五
十
年
代
、
六
十
年
代
に
も
す
で
に
国
会
質
疑
で
、
償
還
期
間
の
延
長
や
永
久
に
有
料
化
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
の
懸
念
の
指
摘
が
あ
っ
た
。 

 

二
〇
一
四
年
よ
り
、
道
路
法
等
に
基
づ
き
道
路
管
理
者
は
、
全
て
の
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
に
つ
い
て
、
五
年
に
一
度
、
近
接

目
視
で
点
検
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
修
繕
を
し
て
も
十
分
に
耐
久
性
が
回
復
し
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
等

が
判
明
し
て
お
り
、
構
造
物
の
劣
化
を
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
更
新
事
業
等
を
追
加

で
行
う
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
償
還
期
間
が
延
長
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

な
お
、
そ
も
そ
も
憲
法
第
二
十
二
条
で
は
移
動
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
道
路
無
料
公
開
を
一
刻
も

早
く
実
現
す
べ
き
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 



 

２ 

 

 
償
還
期
間
が
何
度
も
延
長
さ
れ
、
将
来
、
高
速
道
路
は
無
料
に
な
る
と
い
う
説
明
に
対
す
る
不
信
感
は
高
ま
り
、
昨
今
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
地
域
の
観
光
業
を
は
じ
め
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
。 

 

高
速
道
路
建
設
の
目
的
は
、
国
土
を
広
く
開
発
し
、
都
市
集
中
で
は
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
土
を
つ
く
り
上
げ
る
た

め
、
地
域
相
互
間
の
交
流
を
円
滑
に
す
る
こ
と
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
現
行
の
高
速
道
路
の
通
行
料
金
制
度
の
設
定
で
は
、
地
域
相
互
間
交
流
円
滑
化
、
ひ
い
て
は
、
地
方
活
性
化
の
視

点
を
欠
い
て
お
り
、
こ
の
目
的
は
達
成
で
き
て
い
な
い
。 

 

し
た
が
っ
て
、
高
速
道
路
料
金
の
一
部
区
間
無
料
化
や
定
額
制
に
す
る
等
、
料
金
を
道
路
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
取
組
、
検
討
状
況
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


